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「
三
位
一
体
の
改
革
」
と
称
し
て
小
泉

純
一
郎
内
閣
が
「
国
庫
補
助
負
担
金
の

廃
止
・
縮
減
」「
税
財
源
の
移
譲
」「
地

方
交
付
税
の
一
体
的
な
見
直
し
」
を
掲

げ
た
際
、
信
州
・
長
野
県
知
事
を
務
め

隔
て
無
く
読
書
の
楽
し
み
を
味
わ
え
て

こ
そ
、「
信
じ
ら
れ
る
日
本
」
で
は
な

い
か
と
。
が
、
他
の
多
く
の
知
事
は

「
補
助
金
＝
使
途
限
定
の
紐
付
き
」「
交

付
金
＝
格
差
是
正
の
自
由
裁
量
」
と
白

眼
視
。
我
々
に
反は
ん
ば
く駁
し
ま
し
た
。
各
市

区
町
村
の
学
校
数
、
児
童
生
徒
数
に
応

じ
て
、
国
の
側
で
引
き
続
き
、
図
書
購

入
費
を
交
付
税
措
置
す
る
の
だ
か
ら

問マ
イ
ペ
ン
ラ
イ

題
な
い
と
「
机
上
の
空
論
」
で
。

　

２
０
０
６
年
に
講
談
社
か
ら
上
梓
の

『
日
本
を M

inim
a Japonia

』
で
僕

は
看
破
し
て
い
ま
す
。「
交
付
税
の
使

途
は
各
自
治
体
の
〝
自
由
裁
量
〞。
問

題
は
、こ
こ
で
す
。意
識
の
低
い
首
長
や

議
員
が
牛
耳
る
自
治
体
は
、
図
書
費
よ

り
も
箱
モ
ノ
行
政
に
熱
心
な
の
で
し
ょ

う
。
結
果
、
全
国
の
七
割
近
い
自
治
体

で
は
、
交
付
税
化
さ
れ
た
こ
と
で
図
書

購
入
費
が
削
減
」
と
。

　

爾じ
ら
い来
二
十
数
年
、
学
校
図
書
購
入
費

は
「
着
実
に
」
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
「
小
中
学
校
の
図
書
購

入
、
年
１
０
０
冊
減
」、
２
０
２
３
年

に
も
「
学
校
図
書
購
入
費
57
％
し
か
使

わ
れ
ず
」
と
「
読
売
新
聞
」
が
、「
毎

日
新
聞
」
も
２
０
２
４
年
に
「
学
校
図

書
の
購
入
、
地
域
格
差
な
ぜ
？
」
と
問

題
視
。「
本
来
の
使
途
に
予
算
が
回
る

よ
う
に
、
目
的
が
明
確
な
補
助
金
に
変

え
る
べ
き
だ
」
と
。

　

が
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ol.140

「
令
和
の
国
土
強
靭

化
」
で
の
「
都
道
府
県
道
も
市
区
町
村

道
も
建
設
時
は
事
業
費
の
65
％
を
政
府

が
補
助
す
る
も
維
持
修
繕
は
地
元
自
治

体
が
全
額
負
担
。
政
府
予
算
で
計
上
し

て
こ
そ
、
与
野
党
問
わ
ず
有
り
難
き
票

田
な
地
元
の
土
木
建
設
業
者
へ
の
恩
返

し
」
と
一
挙
両
得
な
提
言
に
も
馬
耳
東

風
な
選
良
は
、「
世
を
經お
さ

め
民た
み

を
濟す
く

う
」

施
策
の
欠
落
に
危
機
感
を
抱
く
両
紙
の

提
言
に
も
無
反
応
。〝
天
下
り
の
温

床
〞
と
指
摘
さ
れ
た
「
外
郭
団
体
」
を

「
Ｂ
２
Ｇ
・
Ｐみ
ん
か
ん
か
い
ほ
う

Ｐ
Ｐ
・
Ｐみ
ん
か
ん
い
た
く

Ｆ
Ｉ
」
の

横
文
字
表
記
で
糊
塗
し
、
図
書
館
も
大

学
も
上
下
水
道
も
責
任
の
所
在
が
曖
昧

な
存
在
へ
変
容
さ
せ
る
「
経
済
的
新
自

由
主
義
」を「
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
に
溢
れ
る

自
治
体
経
営
」
と
妄
信
し
ま
す
。

　

閑
話
休
題
。「
私
」
と
い
う
字
は
夜

陰
に
乗
じ
て
自
分
達
の
禾か
こ
く
る
い

穀
類
を
盗
み

に
来
た
他
集
落
の
人
間
を
「
こ
れ
は
私

の
物
だ
」と
追
い
返
す
の
が
原
義
。「
ノ
木

偏
」
は
禾
穀
類
、
右
側
の
「
ム
」
は
肘

鉄
を
食
ら
わ
す
行
為
。
他
方
で
「
人
」

と
「
ム
」
で
構
成
さ
れ
る
「
公
」
は
、

排
他
的
な
肘
鉄
を
人
間
の
体
躯
で
温
め
、

心
の
機
微
を
解
す
る
一
人
の
人
間
に
戻

ろ
う
と
い
う
意
味
合
い
。
分
け
隔
て
無

く
誰
も
が
訪
れ
て
寛
げ
る
時
空
が
本
来

の
「
公
園
」
で
あ
る
よ
う
に
。

　

故
に
、「
も
は
や
社
会
な
ん
て
も
の

は
存
在
し
な
いthere

is
no such 

thing
as society

自
分
で
自
分
の
面

倒
を
見
る
の
が
国
民
の
義
務
だpeople

look
to them

selves first

」
と
高
言

し
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
が

ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
と
、「
公
益
資

本
主
義
」
と
は
真
逆
な
「
私
益
資
本
主

義
」
を
推
進
し
た
英
米
に
於
い
て
も
、

渋
谷
区
立
宮
下
公
園
に
続
き
有
料
化
を

画
策
の
東
京
都
立
日
比
谷
公
園
と
は
異

な
り
、
王
立
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
も
市
立
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
も
入
場
無
料
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
、
ス
タ
テ

ン
ア
イ
ラ
ン
ド
５
行
政
区
の
計
14
％
の

面
積
を
管
轄
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
公

園
局
は
、「
割
れ
窓
理
論
」
で
治
安
改

善
を
図
っ
た
市
長
ル
ド
ル
フ
・
ジ
ュ
リ

ア
ー
ニ
の
下
で
、
保
全
＝
コ
ン
サ
ー
バ

ン
シ
ー
の
非
営
利
団
体
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
・
コ
ン
サ
ー
バ
ン
シ
ー
が
誕
生
。

そ
の
後
、
各
種
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
＝
ビ
ジ
ネ

ス
・
イ
ン
プ
ル
ー
ブ
メ
ン
ト
・
デ
ィ
ス

ト
リ
ク
ト
組
織
が
公
共
空
間
の
修
復
事

業
等
を
手
掛
け
ま
す
。
が
、
飽
く
迄
も

立
案
と
管
轄
は
市
公
園
局
。
日
本
で
隆

盛
な
「
丸
投
げ
理
論
」
と
は
異
な
る
哲

学
な
の
で
す
。

て
い
た
小
生
は
東
京
都
知
事
の
石
原
慎

太
郎
氏
と
共
に
全
国
知
事
会
で
、
公
立

小
中
学
校
の
学
校
図
書
購
入
費
の
一
般

財
源
化
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

全
国
津
々
浦
々
、
児
童
生
徒
が
分
け

★
次
号
６
月
号
の
発
行
日
は
５
月
29
日（
金
）で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

補助金と交付税


